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（
と
じ
て
保
存
し
て
く
だ
さ
い
 

山では、竹の子・わらびが顔を出し、彦山川に 

は、大公望がのどかに釣糸を垂れている。 

その横では、一面黄色の菜の花の中から園児の 

若葉が吹き出るように萌えだし、やがて新緑の 歓声が川原に響く。 

季節。 風薫る5 月。 20日は、町民体育大会が盛大に 

紺碧の空には鯉が泳ぎ、こずえをわたる風がさ 行われます。あなたも思い切り体を動かしてみま 

わやかですがすがしい。 せんか。 

5 月は 蓄民轟轟覇期雰 の納税月です。 
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過去最高の人出を記録 

光客も広域化 

第
十
一
回
上
野
焼
陶
器
ま
つ
り
は
、
 

四
月
十
四
日
か
ら
三
日
間
行
わ
れ
、
好
 

天
に
も
恵
ま
れ
、
過
去
最
高
の
人
出
と
 

な
り
ま
し
た
。
 

十
四
日
の
土
曜
日
が
約
三
千
人
、
十
 

五
日
、
日
曜
日
は
一
万
人
、
十
六
日
、
 

月
曜
日
が
六
百
人
と
ご
ニ
日
間
で
一
万
 

三
千
人
以
上
の
人
出
で
昨
年
の
一
万
人
 

を
大
き
く
上
回
り
ま
し
た
。
 

昨
年
は
、
国
の
伝
統
的
工
芸
品
の
指
 

定
を
受
け
た
こ
と
も
あ
っ
て
、
観
光
客
 

も
遠
く
は
広
島
・
長
崎
と
広
域
化
し
て
 

き
た
よ
う
で
す
。
 

今
回
は
、
地
元
の
み
な
さ
ん
の
ご
協
 

力
に
よ
り
、
駐
車
場
の
確
保
、
 
一
方
通
 

×
 

// 

【「もう少し安くならんねー」、にぎやかな陶器まつり】 

行
の
徹
底
、
国
鉄
バ
ス
の
原
田
町
折
返
 

運
転
、
町
の
無
料
バ
ス
の
運
行
な
ど
の
 

交
通
対
策
も
実
施
で
き
、
観
光
客
の
受
 

け
入
れ
も
ス
ム
ー
ズ
に
行
き
ま
し
た
。
 

ま
た
、
庚
申
橋
上
の
 
「
い
こ
い
の
ゾ
 

ー
ン
」
 
で
は
、
商
工
会
関
係
者
に
よ
る
 

つ
け
も
の
、
山
菜
な
ど
の
出
店
や
、
青
 

年
部
の
み
な
さ
ん
の
ロ
ッ
ク
バ
ン
ド
の
 

演
奏
も
行
わ
れ
、
に
ぎ
や
か
な
陶
器
ま
 

つ
り
と
な
り
ま
し
た
。
 

ち
ょ
う
ど
桜
の
満
開
時
期
で
も
あ
り
 

あ
ち
ら
こ
ち
ら
で
昼
の
弁
当
を
広
げ
る
 

親
子
連
れ
の
姿
も
見
ら
れ
、
陶
芸
の
里
 

上
野
峡
の
自
然
美
に
心
を
楽
し
ま
せ
て
 

い
ま
し
た
。
 

、

‘

 

水
は
生
命
の
源
で
す
。
飲
み
水
、
炊
事
、
洗
濯
な
ど
の
毎
日
の
暮
ら
し
 

に
直
接
必
要
で
あ
る
ば
か
り
で
な
く
、
農
業
、
水
産
業
、
工
業
な
ど
の
産
 

業
活
動
を
支
え
る
重
要
な
資
源
と
な
っ
て
い
ま
す
。
 

し
か
し
、
都
市
化
が
進
み
、
生
活
様
式
の
変
化
と
と
も
に
、
ま
た
水
が
 

あ
ま
り
に
身
近
な
自
然
で
あ
り
す
ぎ
る
こ
と
か
ら
、
と
も
す
れ
ば
そ
の
恩
 

恵
と
大
切
さ
を
忘
れ
て
し
ま
い
が
ち
で
す
。
そ
の
結
果
、
メ
ダ
カ
が
泳
い
 

だ
り
、
ホ
タ
ル
が
飛
び
か
う
小
川
を
汚
し
、
つ
い
に
は
大
き
な
川
や
海
な
 

ど
の
公
共
用
水
域
を
汚
濁
さ
せ
て
し
ま
う
の
で
す
。
そ
の
場
合
、
私
た
ち
 

一
人
ひ
と
り
が
そ
の
被
害
者
で
あ
る
と
同
時
に
加
害
者
で
も
あ
る
の
で
す
。
 

赤
池
町
の
上
水
道
は
、
そ
の
大
部
分
の
水
源
を
彦
山
川
の
伏
流
水
に
頼
 

っ
て
い
ま
す
。
 
炭
鉱
が
な
く
な
っ
た
今
、
か
つ
て
の
石
炭
を
洗
っ
た
ま
っ
 

黒
な
流
れ
は
な
く
な
り
ま
し
た
が
、
生
活
雑
排
水
に
よ
る
水
質
汚
濁
の
程
 

度
は
、
非
常
に
高
い
数
値
を
示
し
て
い
ま
す
。
 

私
た
ち
の
生
活
の
源
で
も
あ
る
彦
山
川
の
汚
れ
を
今
一
度
考
え
て
み
ま
 

し
ょ
・
フ
。
 

生
活
雑
排
水
と
は
 

生
活
雑
排
水
と
は
、
生
活
排
水
の
う
 

ち
、
ト
イ
レ
か
ら
排
水
さ
れ
る
し
尿
を
 

含
ん
だ
水
を
除
い
た
、
台
所
や
ふ
ろ
場
 

な
ど
か
ら
排
出
さ
れ
る
も
の
を
言
い
ま
 

す。 そ
し
て
、
現
在
の
法
令
で
は
、
他
の
 

排
水
に
対
し
て
は
い
ろ
い
ろ
な
規
制
が
 

あ
り
ま
す
が
、
こ
の
生
活
雑
排
水
に
つ
 

い
て
は
、
浄
化
処
理
は
義
務
づ
け
ら
れ
 

て
い
ま
せ
ん
。
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下
水
道
が
整
備
さ
れ
て
い
な
い
地
域
 

で
は
、
大
部
分
の
家
庭
か
ら
生
活
雑
排
 

水
が
未
処
理
の
ま
ま
流
さ
れ
て
い
ま
す
 

生
活
雑
排
水
は
、
道
路
わ
き
の
ド
ブ
や
 

水
路
な
ど
を
流
れ
、
や
が
て
河
川
を
汚
 

し
、
最
終
的
に
は
海
に
注
が
れ
る
こ
と
 

に
な
り
ま
す
。
 

水
 

質
 

汚
 

濁
 

水
質
汚
濁
と
は
、
工
場
・
事
業
場
の
 

排
水
や
家
庭
排
水
な
ど
に
よ
っ
て
、
河
 

川
、
湖
沼
、
海
な
ど
が
汚
れ
、
人
の
健
 

消

防

団

人

事

 

松
井
猛
氏
が
勇
退
さ
れ
た
の
に
伴
い
 

四
月
一
日
付
け
で
、
赤
池
町
消
防
団
々
 

長
に
新
し
く
谷
富
次
氏
（
大
字
市
場
一
 

七
八
四
番
地
、
六
十
四
歳
）
が
就
任
さ
 

れ
ま
し
た
。
 

消
防
団
幹
部
の
異
動
は
次
の
と
お
り
 

で
す
。
 

【
（
）
内
は
前
職
、
敬
称
略
】
 

〇
団
長
廿
谷
富
次
（
副
団
長
）
〇
副
団
 

長
廿
城
野
三
男
（
本
部
長
）
〇
本
部
長
 

廿
藤
岡
登
（
副
本
部
長
）
〇
副
本
部
長
 

廿
藤
井
登
志
喜
（
第
三
分
団
長
）
〇
第
 

三
分
団
長
ー
奥
永
昭
政
（
副
分
団
長
）
 

【新しく消防団長に 

就任した谷富次氏】 

役
場
職
員
人
事
 

次
の
と
お
り
役
場
職
員
の
人
事
異
動
 

・
昇
格
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
 

〇
産
業
振
興
課
長
廿
江
藤
剛
（
住
民
福
 

祉
課
長
）
〇
同
和
対
策
課
長
廿
木
村
邦
 

治
（
産
業
振
興
課
長
）
〇
住
民
福
祉
課
 

長
廿
安
永
正
和
（
同
課
長
補
佐
）
〇
教
 

育
委
員
会
学
校
教
育
課
長
廿
長
谷
川
決
 

（
給
食
セ
ン
タ
ー
所
長
課
長
補
佐
）
〇
 

税
務
課
長
補
佐
廿
池
田
務
（
同
賦
課
係
 

長
）
〇
教
育
委
員
会
給
食
セ
ン
タ
ー
所
 

長
課
長
補
佐
廿
荒
牧
嘉
之
（
水
道
課
営
 

業
係
長
）
〇
住
民
福
祉
課
長
補
佐
廿
北
 

川
勝
（
総
務
課
庶
務
消
防
防
災
係
長
）
 

〇
水
道
課
営
業
係
長
廿
渡
辺
進
（
税
務
 

康
や
生
活
環
境
そ
し
て
動
植
物
の
生
育
 

な
ど
に
悪
い
影
響
を
与
え
る
よ
う
な
状
 

態
に
な
る
こ
と
を
い
い
ま
す
。
 

B
o
D
値
に
よ
る
彦
山
川
、
遠
賀
川
 

の
汚
濁
状
況
を
見
て
み
ま
す
と
、
十
五
 

測
定
点
の
う
ち
六
測
定
点
が
環
境
基
準
 

に
適
合
し
て
い
ま
せ
ん
。
 

経
年
変
化
状
況
は
、
ほ
ぼ
横
ば
い
傾
 

向
を
示
し
て
い
ま
す
。
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構橋（彦山川） 日の出橋（遠賀川） 

●精橋と日の出橋地点のBOD値 

の経年変化状況。・・・・は環境基準 
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生
物
化
学
的
酸
素
要
求
量
 

河
川
や
海
水
中
に
溶
け
込
ん
で
い
る
有
機
物
が
、
 

バ
ク
テ
リ
ア
に
よ
っ
て
分
解
さ
れ
る
時
に
必
要
な
 

酸
素
の
量
、
B
o
D
値
が
高
い
ほ
ど
汚
濁
度
が
高
 

一 

い。 

5

叫
ノ
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以
下
が
望
ま
し
い
。
 

r 
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対
策
の
現
状
と
方
向
 

現
在
行
わ
れ
て
い
る
生
活
雑
排
水
を
 

処
理
す
る
方
法
に
は
次
の
三
つ
が
あ
り
 

ま
す
。
①
公
共
的
な
下
水
道
施
設
に
よ
 

り
処
理
す
る
方
法
。
②
生
活
雑
排
水
と
 

課
徴
収
係
長
）
〇
町
立
病
院
事
務
係
長
 

廿
青
木
等
（
産
業
振
興
課
国
土
調
査
係
 

長
）
〇
総
務
課
庶
務
消
防
防
災
係
長
廿
 

柳
川
照
義
（
総
務
課
文
書
広
報
企
画
係
 

長
）
o

税
務
課
賦
課
係
長
廿
北
川
厚
子
 

（
同
主
査
）
〇
総
務
課
文
書
広
報
企
画
 

係
長
廿
山
尾
勝
子
（
同
財
政
係
主
査
）
 

〇
建
設
鉱
害
課
労
働
係
主
査
廿
川
口
栄
 

子
（
同
係
）
〇
農
業
委
員
会
事
務
局
主
 

査
甘
池
田
厚
美
（
産
業
振
興
課
農
政
係
）
 

〇
町
立
病
院
事
務
係
主
査
廿
柴
田
和
子
 

（
同
係
）
〇
産
業
振
興
課
農
政
係
主
査
 

ー
山
尾
繁
樹
（
同
係
）
〇
産
業
振
興
課
 

国
土
調
査
係
主
査
廿
沼
口
富
生
（
同
係
）
 

〇
同
和
対
策
課
事
業
係
主
査
廿
皆
川
保
 

（
同
係
）
〇
税
務
課
徴
収
係
主
査
廿
藤
 

原
武
司
（
同
係
）
〇
住
民
福
祉
課
福
祉
 

係
主
査
廿
立
花
政
彦
（
同
係
）
〇
産
業
 

振
興
課
商
工
観
光
係
主
査
廿
中
原
和
義
 

（
同
係
）
〇
総
務
課
財
政
係
主
査
ー
宮
 

崎
春
美
（
同
係
）
 

【
主
査
以
上
、
（
）
内
は
前
職
】
 

お
つ
か
れ
さ
ま
で
し
た
 

四
月
一
日
付
け
で
助
役
に
就
任
し
た
 

日
野
喜
美
男
氏
、
収
入
役
に
就
任
し
た
 

池
永
久
夫
氏
の
ほ
か
、
次
の
方
が
三
月
 

三
十
一
日
付
け
で
退
職
さ
れ
ま
し
た
。
 

永
い
間
、
本
当
に
お
つ
か
れ
さ
ま
で
し
 

た
。
【
敬
称
略
、
（
）
は
退
職
時
の
職
】
 

〇
松
尾
重
男
（
同
和
対
策
課
長
）
〇
木
 

村
美
子
（
住
民
福
祉
課
主
査
）
〇
桑
木
 

全
子
（
教
育
委
員
会
主
事
）
〇
藤
井
直
 

（
老
人
ホ
ー
ム
用
務
員
）
〇
白
井
重
夫
 

（
建
設
課
失
対
副
監
督
）
〇
岡
部
日
出
 

朗
（
教
育
委
員
会
主
事
）
 

水
洗
便
所
汚
水
を
併
せ
て
処
理
す
る
合
 

併
し
尿
浄
化
槽
に
よ
り
処
理
す
る
方
法
。
 

（
赤
池
・
緑
ケ
丘
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
）
 

③
生
活
雑
排
水
の
み
を
各
家
庭
ま
た
は
 

集
落
単
位
で
共
同
で
処
理
す
る
方
法
、
 

が
あ
り
ま
す
が
、
ど
れ
も
す
ぐ
に
は
実
 

施
で
き
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
 

長
野
県
穂
高
町
で
は
、
住
民
と
町
が
 

生
活
雑
排
水
を
ど
う
処
理
す
る
か
、
約
 

三
年
間
も
話
し
合
い
を
重
ね
、
 

「
ミ
ニ
 

下
水
道
穂
高
方
式
」
 
と
呼
ば
れ
る
方
法
 

で
処
理
し
て
い
ま
す
。
 

こ
れ
は
、
各
家
庭
に
簡
易
沈
殿
槽
を
 

備
え
つ
け
る
こ
と
を
義
務
づ
け
、
 
一
方
 

で
は
町
直
営
の
汚
泥
処
理
施
設
を
つ
く
 

り
、
沈
殿
槽
内
に
沈
殿
し
た
汚
物
、
汚
 

泥
を
ー
カ
月
に
一
回
、
バ
キ
ュ
ー
ム
式
 

専
用
車
で
収
集
し
、
こ
れ
を
汚
泥
処
理
 

施
設
で
脱
臭
、
堆
肥
化
し
、
肥
料
と
し
 

て
農
地
へ
還
元
す
る
。
と
い
う
方
法
が
 

取
ら
れ
て
い
ま
す
。
 

各
家
庭
で
で
き
る
 

生
活
雑
排
水
対
策
 

公
共
下
水
道
の
整
備
や
合
併
浄
化
槽
 

は
年
々
普
及
し
て
い
ま
す
が
、
完
備
ま
 

で
に
は
莫
大
な
費
用
と
と
も
に
多
く
の
 

年
月
を
要
し
ま
す
。
そ
れ
ま
で
の
間
、
 

川
や
海
を
汚
れ
か
ら
守
る
た
め
に
は
、
 

私
た
ち
が
家
庭
か
ら
の
生
活
雑
排
水
の
 

汚
れ
を
で
き
る
か
ぎ
り
減
ら
し
て
流
す
 

こ
と
が
必
要
で
す
。
 

生
活
雑
排
水
の
有
機
性
汚
濁
物
質
の
 

大
半
は
台
所
排
水
に
含
ま
れ
て
い
ま
す
。
 

食
後
に
出
る
食
べ
物
か
す
や
、
食
器
に
 

付
着
し
た
調
味
料
な
ど
を
洗
浄
す
る
際
 

■

歳

 時
 
期
リ
ー
 

こ

い

の

ぼ

り

（

 

五
月
五
日
の
節
句
に
は
、
男
の
 
‘
《
 

子
の
数
だ
け
こ
い
の
ぼ
り
を
揚
げ
 
一
」
 

る
ー
 
今
は
、
子
供
の
数
も
少
な
 

h 

く
一
匹
で
は
寂
し
か
ろ
う
と
、
ナ
 
ー
ー
 

イ
ロ
ン
の
セ
ッ
ト
も
の
が
流
行
し
 

て
い
ま
す
。
 

、
一
 

中
国
で
は
、
竜
門
を
登
る
こ
と
 

一 

の
で
き
た
こ
い
は
竜
に
な
る
と
い
 

一 

わ
れ
、
立
身
出
世
の
ン
ン
ボ
ル
と
 

さ
れ
て
い
ま
す
。
 

W
・叫に 
、・叫k 

1
日
（
火
）
 

2
日
（
水
）
 

3
日
（
木
）
 

5
日
（
土
）
 

6
日
（
日
）
 

8
日
（
火
）
 

10 

日
（
木
）
 

13 

日
（
日
）
 

16 

日
（
水
）
 

18 

日
（
金
）
 

20 

日
（
日
）
 

21 

日
（
月
）
 

23 

日
（
水
）
 

24 

日
（
木
）
 

28 

日
（
月
）
 

29 

日
（
火
）
 

30 

日
（
水
）
 

に八 

・

』

 

メ
ー
デ
ー
、
不
正
大
麻
・
 

け
し
撲
滅
運
動
 

八
十
八
夜
 

憲
法
記
念
日
 

こ
ど
も
の
日
、
立
夏
 

親
子
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会
 

(m
恥
議
（
じ
 

世
界
赤
十
字
デ
ー
 

愛
鳥
週
間
（
譜
）
 

母
の
日
 

麻
し
ん
（
喫
隊
曳
讐
 

三
種
混
合
（
叫
轟
或
虜
）
 

第
 23 

回
町
民
体
育
大
会
 

乳
児
保
育
相
談
（
喫
助
薪
碑
）
 

日
本
脳
炎
（
郡
嘩
」
喝
き
 

子
宮
・
乳
ガ
ン
検
診
 

命
騨
融
知
騨
所
）
 

献
血
（
謬
詫
刈
覇
餌
擬
m
ター） 

生
ワ
ク
チ
ン
（
m
達
或
議
）
 

3
歳
児
健
診
（
喫
隊
線
讐
 

に
出
る
汚
濁
物
は
、
非
常

2
高
濃
度
に
 

な
っ
て
流
れ
出
て
い
ま
す
。
 

①
流
し
台
に
は
、
細
か
い
目
の
網
な
ど
 

を
備
え
、
調
理
く
ず
や
食
べ
残
し
を
 

流
さ
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。
 

②
使
い
ふ
る
し
の
天
プ
ラ
油
は
、
そ
の
 

ま
ま
流
さ
な
い
で
古
新
聞
紙
な
ど
に
 

吸
い
こ
ま
せ
て
、
ゴ
ミ
と
し
て
出
す
 

よ
う
に
心
掛
け
ま
し
ょ
う
。
 

③
調
理
ぐ
ず
や
食
べ
残
し
は
、
ゴ
ミ
に
 

し
て
出
す
か
、
埋
め
て
土
に
戻
し
ま
 

し
ょ
う
。
肥
料
と
し
て
も
有
効
で
す
。
 

「石けん」や「リンを含ま 

ない洗済」を使いましよう 

洗
た
く
排
水
に
つ
い
て
は
、
B
o
D
 

で
は
生
活
雑
排
水
全
体
の
汚
濁
量
の
十
 

ぐ
ノ
ト
か
ら
二
十
ぐ
（
ト
程
度
で
す
が
、
リ
 

ン
に
つ
い
て
み
ま
す
と
、
有
リ
ン
洗
剤
 

を
使
え
ば
約
五
十
パ
h
（
ト
を
占
め
ま
す
。
 

リ
ン
は
、
湖
沼
や
水
の
停
滞
し
や
す
 

い
水
域
に
流
入
す
る
と
富
栄
養
化
の
原
 

因
と
な
り
ま
す
。
こ
れ
に
よ
り
、
赤
潮
 

や
ア
オ
コ
が
発
生
し
た
り
、
水
道
水
に
 

異
臭
味
が
つ
い
た
り
す
る
な
ど
、
い
ろ
 

い
ろ
な
障
害
が
発
生
し
ま
す
。
 

①
「
石
け
ん
」
 
や
 
「
リ
ン
を
含
ま
な
い
 

洗
剤
」
を
使
い
ま
し
ょ
う
。
 

②
洗
剤
は
正
し
く
計
っ
て
適
量
を
使
い
 

ま
し
ょ
う
。
 

③
洗
剤
は
表
示
を
確
か
め
て
適
正
に
使
 

い
ま
し
ょ
う
。
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い
つ
も
の
年
よ
り
や
や
遅
れ
て
咲
き
 

だ
し
た
桜
で
す
が
、
今
年
も
花
見
の
宴
 

が
各
地
区
で
見
ら
れ
ま
し
た
。
 

老
人
ホ
ー
ム
天
郷
荘
で
は
、
入
荘
の
 

お
年
寄
り
と
職
員
、
多
く
の
招
待
者
で
 

歌
や
踊
り
の
楽
し
い
一
日
を
過
し
ま
し
 

た
。
ま
た
、
駅
前
公
園
で
は
、
近
く
の
 

商
店
街
の
有
志
の
人
で
構
成
す
る
「
赤
 

ト
、
ぐ
は
、
、
、
け
い
い
I
界
・
。
寺
瞥
，
、
J
必
い
J
ふ
い
ぐ
い
・
、
y
沃t
，
・
キ
受
う
小
G
J
八
」
・
』
ぐ
「
え
「
4
心
Y
‘」、・、・ 

＋
・
《
＋
・
＋
e
、
＋
 
、、，、・ 

+
 
・
‘
 
・
＋
・
＋
，
、
＋
 

＋
、
，
＋
・
，
‘
＋
、
 

中J

,+ 

+
 

＋

一

‘

 

町
産
業
振
興
課
で
は
、
イ
ノ
シ
シ
と
 

カ
ラ
ス
の
駆
除
を
行
い
ま
し
た
。
 

イ
ノ
シ
シ
は
、
数
年
前
か
ら
上
野
山
 

間
部
を
中
心
に
数
頭
が
出
没
し
、
水
稲
 

や
野
菜
、
植
林
し
た
樹
木
の
苗
な
ど
を
 

食
い
荒
し
、
農
作
物
の
被
害
が
著
し
い
 

た
め
県
の
許
可
を
受
け
、
地
元
猟
友
会
 

の
み
な
さ
ん
の
協
力
を
得
て
、
銃
器
に
 

よ
り
行
い
ま
し
た
。
 

、；フ 、フ 、7 7 7 V V 

で
 

園
 

一
一
 

開
 

満
 【心づくしのごちそうを食べながら楽しい1日。天郷荘の花見】 

、 

・社 

S
t
『 

ま
た
、
カ
ラ
ス
は
主
に
果
樹
の
被
害
 

で
、
町
も
以
前
か
ら
頭
を
痛
め
て
い
ま
 

す
が
、
今
回
は
、
農
林
事
務
所
職
員
と
 

ア
フ
リ
カ
ン
サ
フ
ァ
リ
な
ど
に
視
察
に
 

行
き
職
員
の
手
作
り
で
、
三
H
四
方
の
 

捕
獲
器
を
作
り
ま
し
た
。
 

一
日
、
ニ
ー
三
羽
の
カ
ラ
ス
が
捕
れ
 

て
お
り
、
成
果
が
あ
れ
ば
果
樹
部
会
と
 

も
協
議
し
、
増
や
し
で
い
く
予
定
で
す
。
 

昭
和
五
十
九
年
第
四
回
四
月
臨
時
町
議
会
が
四
月
十
二
日
、
 
一 

日
間
の
会
期
で
行
わ
れ
、
専
決
処
分
の
承
認
議
案
な
ど
、
三
議
案
 

が
、
原
案
の
と
お
り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。
 

ま
た
、
三
月
定
例
議
会
で
、
厚
生
常
任
委
員
会
へ
付
託
さ
れ
、
 

継
続
審
議
と
な
っ
て
い
た
 
「
身
体
障
害
者
の
福
祉
施
策
に
関
す
る
 

請
願
」
の
審
議
内
容
が
委
員
長
よ
り
報
告
さ
れ
、
本
会
議
で
採
択
 

さ
れ
ま
し
た
。
 

〇
専
決
処
分
の
承
認
に
つ
い
て
 
地
方
 

税
法
の
改
正
に
よ
り
、
町
県
民
税
、
軽
 

自
動
車
税
な
ど
の
控
除
額
お
よ
び
税
率
 

が
改
正
さ
れ
た
の
に
と
も
な
い
、
赤
池
 

町
税
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
の
 

専
決
処
分
が
承
認
さ
れ
ま
し
た
。
 

（
表
参
照
）
 

〇
昭
和
五
十
九
年
度
赤
池
町
一
般
会
計
 

暫
定
補
正
予
算
 
昭
和
五
十
八
年
度
 

決
算
で
二
億
五
千
万
円
の
不
足
が
見
込
 

ま
れ
、
規
定
に
よ
り
、
五
十
九
年
度
暫
 

定
補
正
で
、
繰
上
充
用
金
と
し
て
編
入
 

L、 L Z× △ △ △ △ 

× ノ 

さ
れ
ま
し
た
。
 

〇
エ
事
請
負
契
約
の
締
結
に
つ
い
て
 

①
昭
和
五
十
九
年
度
産
炭
地
域
開
発
就
 

労
事
業
「
赤
池
工
場
団
地
整
備
工
事
」
 

凸
吉
ケ
浦
上
池
横
の
赤
池
工
場
団
地
 

法
面
保
護
工
事
、
欄
崎
山
組
が
落
札
。
 

②
昭
和
五
十
九
年
度
産
炭
地
域
開
発
就
 

労
事
業
「
先
達
免
ー
長
林
線
道
路
新
 

設
工
事
第
一
工
区
」
‘
赤
池
駅
裏
亀
 

谷
組
事
務
所
か
ら
高
尾
団
地
入
口
ま
 

で
の
延
長
百
七
十
屑
、
幅
六
H
、 
一 

・
五
H

の
歩
道
つ
き
道
路
の
新
設
工
 

池
を
愛
す
る
会
」
 
の
み
な
さ
ん
約
百
人
 

が
、
四
月
七
日
、
ち
ょ
う
ち
ん
を
飾
り
 

舞
台
を
作
り
、
盛
大
に
夜
桜
見
物
を
し
 

ま
し
た
。
日
本
人
と
桜
。
切
っ
て
も
切
 

り
離
せ
な
い
よ
う
で
す
。
 

〇
野
球
シ
ー
 

ズ
ン
開
幕
〇
〇
 

例
年
に
な
く
き
び
し
か
っ
た
冬
が
終
 

わ
り
、
春
の
訪
れ
と
共
に
、
野
球
シ
ー
 

ズ
ン
と
な
り
ま
し
た
。
 

赤
池
町
軟
式
野
球
連
盟
も
四
月
八
日
 

開
幕
を
迎
え
、
開
会
式
で
は
昨
年
優
勝
 

チ
ー
ム
、
フ
ァ
ミ
リ
ー
ズ
を
は
じ
め
、
 

十
ニ
チ
ー
ム
が
そ
ろ
い
ま
し
た
。
 

今
年
は
一
年
間
を
通
し
て
リ
ー
グ
戦
 

形
式
の
試
合
が
行
わ
れ
ま
す
。
 

な
お
、
四
月
八
日
、
十
五
日
は
郡
民
 

体
育
大
会
出
場
チ
ー
ム
を
決
め
る
ト
ー
 

ナ
メ
ン
ト
試
合
が
行
わ
れ
、
七
区
ス
ー
フ
 

ッ
ガ
ー
ズ
が
み
ご
と
優
勝
し
、
郡
体
出
 

場
の
栄
冠
を
得
ま
し
た
。
 

【開幕戦の前に昨年優勝のフアミリーズ伊藤 

主将へ優勝たてを贈る大穂稔連盟会長】 

、、ンい 

【上野平の池近くで仕留められたイノシシ】 

事
。
同
熊
谷
組
が
落
札
。
 

③
昭
和
五
十
九
年
度
産
炭
地
域
開
発
就
 

労
事
業
「
先
達
免
ー
長
林
線
道
路
新
 

設
工
事
第
二
工
区
」
 
‘
①
の
一
部
百
 

五
屑
と
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
あ
 

か
い
け
か
ら
高
尾
口
バ
ス
停
ま
で
百
 

二
十
冒
の
道
路
改
良
工
事
。
幅
六
屑
 

中
川
建
設
囲
が
落
札
。
 

④
昭
和
五
十
九
年
度
特
定
地
域
開
発
就
 

労
事
業
「
宗
の
辻
公
共
用
地
造
成
工
 

事
」
凸
市
場
保
育
横
三
千
八
十
八
平
 

方
H

の
用
地
造
成
工
事
。
園
桑
野
組
 

が
落
札
。
 

⑤
昭
和
五
十
九
年
度
特
定
地
域
開
発
就
 

労
事
業
「
上
の
原
公
共
施
設
用
地
造
 

成
工
事
お
よ
び
宗
の
辻
公
共
用
地
造
 

成
工
事
」
‘
④
の
工
事
の
残
り
千
五
 

十
二
平
方
H
と
新
赤
池
保
育
所
前
の
 

千
三
百
二
十
七
平
方
H

の
造
成
工
事
。
 

卿
中
辰
組
が
落
札
。
 

『
 
?
 一
 × Z 

」ら 
エ
刀
 

一

 

4
' 

。
J
 

に
J
 税

 
車
 

動
 

自
 

軽
 

た
 

れ
 

さ
 

正
 

改
 

森

下

 由

美

 さ

ん

 

（
田
川
信
用
金
庫
赤
池
支
店
）
 

区 分 改正（年額）円 改正前（ク）円 

自覇 
転機 
車付 

50cc以下 1 , 000 700 

50ccをこえ90cc.以下 1 , 200 1 , 100 

90ccをこえるもの 1 , 600 1 , 450 

軽
自
動
車
お
よ
び
 

小
型
特
殊
自
動
車
 

二輪のもの 2 , 400 2 , 200 

四
輪
以
E
 

の
も
の
 

乗用の 

もの 

営業用 5 , 500 5 , 200 

自 家用 7 , 200 6 , 500 

貨物用 

のもの 

営業 用 3 , 000 2 , 900 

自 家 用 4 , 000 3 , 650 

250 c.c.以上の二車 命車 4 , 000 3 , 650 

改正された法人町 「民税額 (59.4.1から） 

法 人 等 の E こ 分 改正（年額）円 改正前（ク）円 

資 本 等 の 金 額 従業者数 標準税率 標準税率 

資本等の金額が1千万円 

を超え1億円以下である 

法人 

51人以上 150 , 000 60 . 000 

50人以下 120 . 000 48 . 000 

資本等の金額が1千万円 

以下の法人等 

51人以上 120 . 000 48 . 000 

50人以下 40 . 000 16 . 000 

4 月例会 『写団フアミリー』 
カラ-176点の合評をしました。 ●9名が出席し、モノクロ6点、 

・‘ 

、・‘ 

、
二
 

、・・ 

、
二
 

、・・ 

、」‘ 

、・・ 

、・‘ 

今
年
二
月
、
異
動
で
田
川
西
支
店
 

か
ら
赤
池
支
店
に
来
た
ば
か
り
。
よ
 
”
一
 

う
や
く
仕
事
に
も
慣
れ
、
 
一
人
で
も
 

リ
h
 

多
く
お
客
さ
ん
の
顔
を
覚
え
る
よ
う
 
マ 

努
力
し
て
い
ま
す
。
 

リ
h
 

趣
味
は
編
み
物
で
お
花
を
習
っ
て
 

） 

い
る
と
い
う
、
目
が
と
て
も
大
き
く
 
一
一
 

き
れ
い
な
お
嬢
さ
ん
。
男
ら
し
く
て
 

リ
h
 

や
さ
し
い
男
性
を
募
集
中
と
か
。
 

片
村
一
美
支
店
長
の
お
話
 
性
格
も
 

明
る
く
、
仕
事
の
面
で
も
き
っ
と
み
 

な
様
に
満
足
い
た
だ
け
る
女
性
で
す
。
 
h 

‘

、

l
‘、 

〈今月の優秀作家〉 

1席坂本 孝喬「黒 鳥」 

2席岡部日出朗「ね こ」 

3席戸塚栄太郎「にわとり」 

4席光井 英一「川 辺」 

5席永尾 富男「かも め」 

6席高瀬昭一郎「か め」 

つ
れ
づ
れ
に
 ＠

田

 

寒
波
来
て
暖
気
運
転
朝
の
車
庫
 

硝
子
越
し
幕
に
日
当
り
春
を
待
つ
 

豆
撤
い
て
老
い
土
産
手
に
は
な
や
ぎ
ぬ
 

雲
と
け
て
大
地
や
わ
ら
ぎ
春
立
ち
ぬ
 

や
 
そ
 

闇
の
世
を
開
眼
手
術
八
十
の
春
 

忘
れ
ゆ
く
古
き
行
事
や
針
供
養
 

人
形
劇
余
暇
の
生
徒
ら
春
寒
し
 

荒
れ
し
庭
老
梅
ほ
こ
ろ
び
風
情
ま
す
 

受
付
に
粋
な
活
け
ぶ
り
猫
柳
 

ンを写しています。 
I)とした構成で仕上げています。 
に良いのですが、 じっとこの写 

然な感じがしてくるようですね。 
になります。 

が無いような気がします。 もし 
しょうね。 

作占石ですが、 もうひと工夫ほし 
早谷 克粘 

二
、
 
／
、
 ー ノ 

〈評〉 

今月は坂本さんの作品で、キリ 
ノぐックを白く して画面をスッキ 
2頭のキリ ンの居る位置は非常 

真を見つめていると、少し不自 
1 つは、 2 頭の顔の大きさが気 
もう 1 つは、 この2頭に関連性 

人間だったらどんな顔をするで’ 

大変ユニークで親しみの持てる 
いところでトす。 

× 

硝
子
ド
ア
ー
映
つ
る
婦
人
の
春
す
が
た
 

譲
り
雛
飾
り
て
祝
ふ
う
れ
し
宴
 

白
酒
に
と
ろ
り
酔
ひ
も
し
姥
歌
ふ
 

難
芳
眺
む
る
峡
の
山
笑
ふ
 

彦
山
川
春
め
く
橋
に
暫
し
停
つ
 

雪
e
惑
こ
れ
よ
り
又
も
野
路
散
歩
 

梅
見
バ
ス
明
け
の
寒
雨
に
芝
居
見
と
 

彼
岸
来
る
陽
光
日
々
に
種
ら
ぎ
し
 

～
つ
ら
ら
け
し
日
当
る
縁
に
I
I
（
シ
ン
の
音
 

三
月
末
年
度
か
な
し
き
肩
た
た
き
 

寒
も
ど
り
寒
も
ど
り
し
つ
春
の
津
加
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×
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小
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・
×
・
ソ
マ
マ
×
・
×
・
マ
ソ
ソ
】
・
×
。
【
・
ソ
v
羊
×
・
マ
マ
苫
・
マ
×
・
×
‘
マ
【
・
x
中
x
・x
・×占・x
・ママ【・x
・【・×・【 

医
療
費
は
タ
ダ
で
は
な
い
“
【
 

宮
・
×
・
x
・x
・×・【・ソマママx
・【・ソ×古・ソ×・x
占・マ×・x
・ソv
×か【・v
×A
・v
×・v
マ
苫
古
古
小
マ
x
古
・
×
古
古
古
・
×
小
×
・
x
・×・×・x
・x
‘×占占・【・x
古・ソx
占・窒 

医
療
保
険
制
度
は
加
入
者
の
み
な
さ
 

ん
方
が
、
お
互
い
に
助
け
合
お
う
と
す
 

る
精
神
に
よ
っ
て
支
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
 

特
に
国
民
健
康
保
険
は
、
赤
池
町
に
 

住
む
み
ん
な
が
連
帯
感
を
も
っ
て
、
自
 

分
の
健
康
を
守
る
こ
と
に
よ
っ
て
は
じ
 

め
て
円
滑
な
運
営
が
な
さ
れ
ま
す
。
 

国
保
の
加
入
者
が
お
医
者
さ
ん
に
か
 

か
る
と
、
医
療
費
の
三
割
を
支
払
う
だ
 

け
で
、
あ
と
は
お
金
が
か
か
り
ま
せ
ん
。
 

し
か
し
、
あ
と
は
タ
ダ
だ
と
い
う
軽
 

い
気
持
ち
で
お
医
者
さ
ん
に
か
か
っ
て
 

い
る
と
、
そ
れ
は
考
え
違
い
で
す
。
あ
 

と
の
七
割
分
は
み
な
さ
ん
か
ら
納
め
て
 

い
た
だ
い
て
い
る
保
険
税
と
国
や
県
か
 

ら
の
補
助
に
よ
っ
て
賄
わ
れ
て
い
ま
す
。
 

ま
た
、
患
者
さ
ん
が
病
院
な
ど
で
支
 

払
う
お
金
（
三
割
分
）
が
、
 
一
件
ー
力
 

月
（
歴
月
）
五
万
一
千
円
を
超
え
た
と
 

き
、
そ
の
超
過
分
を
支
払
う
高
額
医
療
 

費
に
つ
い
て
も
、
町
か
ら
支
出
さ
れ
て
 

い
る
の
で
す
。
 

こ
の
ほ
か
、
老
人
医
療
に
つ
い
て
も
 

本
人
の
一
部
負
担
金
（
ー
カ
月
四
百
円
 

入
院
一
日
三
百
円
を
ニ
カ
月
間
）
以
外
 

は
、
国
保
を
は
じ
め
社
会
保
険
、
共
済
 

組
合
な
ど
の
保
険
者
が
拠
出
金
と
し
て
 

七
割
、
国
が
二
割
、
県
と
町
が
一
割
を
 

支
出
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。
 

■
医
療
費
は
 

み
な
さ
ん
が
負
担
 

し
た
が
っ
て
、
あ
と
は
タ
ダ
ク
と
思
 

い
込
ん
で
乱
り
に
お
医
者
さ
ん
に
か
か
 

る
と
、
当
然
、
町
の
財
政
が
苦
し
く
な
 

り
、
み
な
さ
ん
か
ら
納
め
て
い
た
だ
く
 

保
険
税
を
引
き
上
げ
な
け
れ
ば
な
り
ま
 

せ
ん
。
 

、
 

こ
の
よ
う
に
考
え
ま
す
と
、
み
な
さ
 

ん
の
医
療
費
は
、
ほ
と
ん
ど
み
な
さ
ん
 

自
身
で
賄
っ
て
い
る
こ
と
が
お
わ
か
り
 

と
思
い
ま
す
。
 

国
保
の
運
営
は
み
な
さ
ん
方
の
相
互
 

扶
助
と
連
帯
の
精
神
に
よ
っ
て
裏
づ
け
 

ら
れ
て
い
ま
す
の
で
、
加
入
者
は
、
そ
 

れ
ぞ
れ
自
分
の
健
康
に
留
意
し
、
ま
た
 

病
気
の
人
は
一
日
も
早
く
治
る
よ
う
努
 

カ
す
る
の
が
国
保
運
営
の
最
も
好
ま
し
 

い
姿
な
の
で
す
。
み
な
さ
ん
の
ご
協
力
 

を
お
願
い
し
ま
す
。
 

、
ン
ー
ー
ニ
ー
、
ニ
ー
、
・
h
ー
、
ニ
ー
 
さt
ー
さ
乙
ー
、
ニ
ー
 
、
ニ
ー
 

、
ニ
ー
 

、
ニ
ー
さ
‘
ー
、
ニ
ー
、
ニ
ー
、
ニ
ー
、
ニ
ー
さ
 

障
害
・
母
子
（
準
母
子
）
 
・
遺
児
 

寡

婦

年

金

を

受

給

の

 み

な

さ

ん

 
、
 

』

‘

ー

、

‘

一

ー

、

●

‘

ー

 

、

●

‘

 

5

月

は

現

況

届

の

提

出

期

で

す

 

、●l
ー

 

ー
、
●
‘
ー
、
‘
一
ー
 

、
●
‘
ー
 
、
●
‘
ー
 

、●‘ 

忘
れ
る
と
 

年
金
が
ス
ト
ッ
プ
 

.
 

国民年金 
、
 

、
二
1
，
ー
一
h
ー
ー
！
〈
ー
 
ー
二
1
1

、
二
1
、
ー
‘
〈
ー
ー
二
1
‘
ー
一
〈
ー
、
ニ
ー
、
」
〈
ー
 
、
！
‘
ー
、
一
L
ー
、
●
t
ー
、
●
叱
ー
、
ニ
ー
 
、
ニ
ー
、
一
‘
 

国
民
年
金
の
現
況
届
は
、
引
き
続
い
 

て
年
金
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
か
ど
 

う
か
、
受
給
者
の
方
や
、
家
族
の
状
況
 

な
ど
を
確
認
す
る
た
め
の
大
切
な
届
で
 

す。 こ
の
届
書
は
毎
年
一
回
、
五
月
三
十
 

一
日
ま
で
に
役
場
へ
提
出
し
な
け
れ
ば
 

な
り
ま
せ
ん
。
提
出
を
忘
れ
ま
す
と
、
 

九
月
期
か
ら
の
年
金
支
払
が
ス
ト
ッ
プ
 

さ
れ
ま
す
。
 

次
の
人
ば
現
況
届
 

の
提
出
は
不
要
で
す
 

昭
和
五
十
八
年
六
月
一
日
以
降
、
新
 

た
に
年
金
の
支
給
が
決
定
さ
れ
た
人
と
 

年
金
の
支
給
が
全
額
停
止
さ
れ
て
い
る
 

人
は
、
今
年
は
届
出
を
す
る
必
要
は
あ
 

z・Sて遥て運令S,安運て運 

駒
山
山
A
山
山
山
山
山
山
山
A
山
山
山
 

赤
池
町
立
病
院
に
就
任
し
て
、
 

は
や
く
も
ー
カ
月
が
た
ち
ま
し
た
。
 

創
立
以
来
、
町
立
病
院
と
し
て
 

地
域
医
療
に
対
し
て
、
い
ろ
い
ろ
 

の
面
で
町
民
の
た
め
に
貢
献
し
て
 

来
た
こ
と
と
思
い
ま
す
。
 

し
か
し
、
そ
の
反
面
、
病
院
職
 

員
と
住
民
と
の
間
に
、
理
解
さ
れ
 

な
い
ま
ま
で
現
在
に
い
た
っ
て
い
 

る
問
題
点
も
多
々
見
受
け
ら
れ
る
 

こ
と
と
思
い
ま
す
。
 

私
と
し
て
は
、
町
立
病
院
と
し
 

て
こ
れ
ら
相
互
間
の
意
志
の
疎
通
 

を
、
ま
ず
解
決
す
る
た
め
に
、
今
 

ま
で
の
院
内
で
マ
ン
ネ
リ
化
し
て
 

い
た
職
場
で
の
職
員
の
意
識
改
善
 

を
す
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。
 

ま
ず
そ
の
手
始
め
と
し
て
、
外
 

来
看
護
部
門
が
本
来
の
看
護
婦
と
 

し
て
職
務
を
実
行
で
き
る
よ
う
に
 

す
な
わ
ち
、
外
来
患
者
が
来
院
 

し
た
場
合
は
、
看
護
婦
サ
イ
ド
で
 

患
者
に
対
処
で
き
る
も
の
は
看
護
 

婦
サ
イ
ド
で
。
診
療
を
受
け
る
場
 

合
は
、
必
ず
医
師
の
診
察
、
指
導
 

指
示
を
得
た
う
え
で
患
者
に
対
処
 

す
る
よ
う
な
診
療
体
制
を
打
ち
出
 

し
ま
し
た
。
 

旧
来
の
方
法
で
長
い
間
慣
れ
親
 

ん
で
い
る
町
民
の
み
な
さ
ま
に
は
 

不
便
な
よ
う
に
見
受
け
ら
れ
ま
す
 

が
、
最
近
、
不
正
請
求
、
不
正
投
 

薬
、
不
正
診
療
と
医
療
に
対
し
て
 

の
風
当
り
が
強
い
こ
の
時
節
に
、
 

町
立
病
院
と
し
て
、
こ
れ
ら
の
医
 

療
問
題
に
正
し
く
直
面
す
る
た
め
 

に
医
療
の
ル
ー
ル
に
従
っ
て
医
師
 

の
も
と
正
し
い
医
療
を
す
る
こ
と
 

は
、
最
終
的
に
は
住
民
の
た
め
の
 

医
療
に
つ
な
が
る
も
の
だ
と
確
信
 

し
て
お
り
ま
す
。
 

し
ば
ら
く
の
間
は
外
来
診
療
が
 

混
乱
し
ま
す
が
、
職
員
一
同
、
知
 

恵
を
出
し
合
い
体
を
使
い
汗
を
出
 

し
頑
張
る
つ
も
り
で
お
り
ま
す
。
 

赤
池
町
立
病
院
院
長
 

石
尾
哲
人
 

墨向v
い
軸
白
申
研
・
軸
v
研・加v
け》軸v
い
か
い
か
v
い軸v
い
か
い
か
v
い軸v
い軸v
い
り
研
心
佑
申
研
・
N
v
い約v
い割v
い飼 

り
ま
せ
ん
。
 

障
害
の
有
期
認
定
の
 

診
断
書
も
．
あ
ー
わ
せ
て
 

.
 

．
 

・
 

・
 

．
 

．
 

・
 

障
害
年
金
を
受
け
て
い
る
人
で
、
今
 

、

ー

ノ
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、
l
ー
 

ぼ
く
に
も
で
き
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
 

中

・

高

校

生

の

福

祉

体

験

学

校

 

三
月
二
十
八
日
・
二
十
九
日
の
両
日
 

赤
池
町
社
会
福
祉
協
議
会
主
催
の
「
中
 

高
校
生
の
福
祉
体
験
学
校
」
 
が
町
民
会
 

エンゼルクイズ 

【第96回出題】 

エンゼルは天使のつかいですこ妥 

あなたに幸ありますように 

【問題】 農業委員選挙 

ロの中に下の語句の中から適当な語句を選 

んで、文章を完成させてください。 

農業委員選挙は、国口選挙法に準じておこ 

なわれますが、国口権、被選挙権を有する人 

は、農業委員会の区域内に住所を有する固口 

歳以上の人。また、この人と同居している親 

族またはその配偶者で、年間おおむね60 日 

以上耕作に従事する人。などとなっていまt~ 

なお、選挙人名簿の登録については、囲ロ 

を原則としている点が、普通選挙人名簿とち 

がう点です。 

（普通・ 公職・選挙・ 18 ・ 20 ・ 25 

届出・ 申請） 

【応募の要領】 

答えを官製ハガキに記入のうえ5 月15日ま 

でに赤池町役場総務課文書広報ェンゼルクイ 

ズ係までお送りください。抽せんで正解者3 

人に記念品をお贈りします。 

【第95回の解答】 

1 == 3 2 =行政 3 =任命 

【正解者】 

応募総数7 通のうち正解はありませんでし 

た。 

【車イスの使い方を勉強する 
福祉体験学校のみなさん】 

館
で
開
か
れ
ま
し
た
。
 

今
年
初
め
て
の
試
み
で
し
た
が
、
十
 

九
人
の
参
加
者
が
あ
り
、
障
害
を
も
っ
 

た
車
イ
ス
の
人
を
学
生
た
ち
が
手
助
け
 

し
て
い
く
映
画
や
、
車
イ
ス
の
か
い
助
 

の
し
方
、
手
話
な
ど
を
勉
強
し
た
あ
と
 

実
際
に
目
隠
し
を
し
て
車
イ
ス
に
乗
っ
 

た
り
の
体
験
も
し
ま
し
た
。
 

社
協
の
池
田
係
長
の
話
に
よ
る
と
、
 

『
障
害
者
を
理
解
す
る
に
は
、
自
分
が
 

そ
の
身
に
な
っ
て
は
じ
め
て
わ
か
る
。
 

生
の
体
験
が
一
番
大
切
で
、
で
き
れ
ば
 

学
校
教
育
の
ゆ
と
り
の
時
間
な
ど
に
も
 

取
り
入
れ
て
も
ら
い
、
受
け
身
の
理
解
 

で
は
な
く
、
実
際
に
行
動
で
き
る
、
助
 

け
合
い
の
精
神
を
会
得
し
て
ほ
し
い
己
 

と
の
こ
と
で
し
た
。
 

卒
業
論
文
 
大
藤
須
美
枝
（
東
町
）
 

①
車
イ
ス
に
つ
い
て
 

と
て
も
力
が
い
っ
た
。
 

（
坂
道
）
 

ブ
レ
ー
キ
が
か
け
き
れ
な
か
っ
た
。
 

最
初
だ
っ
た
か
ら
、
あ
ま
り
自
由
に
 

う
ご
か
せ
な
か
っ
た
。
 

み
た
め
よ
り
も
す
ご
く
苦
労
し
た
。
 

②
全
盲
を
体
験
し
て
 

最
初
コ
ー
ス
は
わ
か
っ
て
い
た
け
ど
 

や
っ
ぱ
り
こ
わ
か
っ
た
。
 

一
人
よ
り
も
だ
れ
か
そ
ば
に
い
た
方
 

が
心
強
く
て
安
心
し
た
。
 

③
手
話
に
つ
い
て
 

一
度
な
ら
っ
て
み
た
か
っ
た
け
ど
、
 

と
て
も
む
ず
か
し
い
も
の
だ
っ
た
。
 

こ
れ
か
ら
も
な
ら
い
た
い
で
す
。
 

手
や
口
や
耳
が
ー
つ
で
も
か
け
る
と
 

い
け
な
い
ん
だ
と
身
に
し
み
た
。
 

④
福
祉
・
障
害
・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
つ
 

い
て
 

小
学
校
ま
で
こ
う
い
う
こ
と
を
聞
い
 

て
も
あ
ま
り
ピ
ン
と
こ
な
か
っ
た
。
 

私
も
、
福
祉
を
し
て
み
た
い
と
思
っ
 

て
い
る
。
 

ま
え
ま
で
私
は
障
害
者
を
み
た
り
す
 

る
と
、
か
る
い
気
持
ち
で
、
た
い
へ
 

ん
だ
ろ
う
な
あ
、
と
思
っ
て
い
た
だ
 

け
だ
っ
た
け
ど
、
今
日
、
い
ろ
い
ろ
 

な
こ
と
を
体
験
し
て
こ
れ
か
ら
は
、
 

そ
ん
な
こ
と
は
、
ぜ
っ
た
い
な
い
と
 

思
う
。
 

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
 

老
人
ホ
ー
ム
天
郷
荘
 

〇
木
月
明
（
赤
池
）
み
か
ん
 30 

ぬ
〇
森
 

田
信
一
 

（
直
方
市
山
部
）
紅
白
甘
酒
鰻
 

頭
1
0
0
個
〇
加
藤
よ
し
の
（
赤
池
）
 

中
古
あ
ん
ま
機
〇
小
松
篤
生
（
上
野
）
 

缶
ジ
ュ
ー
ス
 60 

缶
、
ビ
ー
ル
 20 

本
 

赤
池
町
社
会
福
祉
協
議
会
 

【
賛
助
会
費
】
 

一
口
廿
千
円
 

香
月
章
廿
 10 

ロ
、
太
田
達
彦
廿
 20 

口、 

n
く
。
 

3月末日住民登録 Q 
（前月比） 

fl 9.874( +58) 
I 4.696( +25) 
女 5.178( +33) 
帯 3.234（ 一2 ) 

L5胆濡祉セ襲察、、ての祥畢’ ノ
【休館日】 

3日、 5日、 7日 

14日、20日、28日 

【福祉バス運行日】 

休館日、祝祭日を 

除く毎日 

【仏教法話会】 

5月15日因午前11時から 

【演 芸】 
入館者へ自由に舞台を 
提供します。 
ご利用ください。 

【心配ごと相談】 
7日、17日、27日 
午前10時から 

午後3時まで 

金金 金 金 金 金 年
が
診
断
書
の
提
出
時
期
と
な
っ
て
い
 

る
人
は
、
現
況
届
に
あ
わ
せ
て
診
断
書
 

を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
 

立
花
杉
夫
ー
 20 

口
、
亀
井
精
肉
店
廿
 10 

口
、
堺
米
穀
販
売
店
廿
 10 

口
、
立
花
管
 

工
事
店
廿
 10 

口
、
山
幸
建
設
廿
 10 

口、 

柴
政
建
設
廿
 20 

口
、
正
栄
自
動
車
整
備
 

工
場
廿
 50 

口
、
赤
池
町
議
会
議
員
十
八
 

名
廿
 90 

ロ
、
役
場
火
曜
会
二
十
四
名
廿
 

m
ロ
、
山
下
次
男
井
 20 

口
、
社
協
職
員
 

一
同
廿
5

口
 

【
寄
附
】
 

有
吉
政
度
廿
あ
ん
ま
機
1
台
、
清
掃
セ
 

ン
タ
ー
職
員
一
同
廿
古
切
手
千
枚
 

【
香
典
返
し
】
 

封
 
奥
野
シ
ゲ
子
（
小
藤
団
地
）
 

封
 
柳
 

義
人
（
原
田
）
 

封
 
中
村
ト
ョ
子
（
中
町
）
 

封
 
小
林
ト
ミ
子
（
高
尾
通
り
）
 

封
 
芥
川
 
未
義
（
伏
原
）
 

封
 
藤
岡
一
二
三
（
貴
船
）
 

（
四
月
十
四
日
現
在
 

敬
称
略
）
 



あ
 

報
 

警
察
官
・
婦
人
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労
働
問
題
移
動
 

相
談
所
の
開
設
 

次
の
と
お
り
県
筑
豊
労
働
福
祉
事
務
 

所
の
無
料
労
働
相
談
が
行
わ
れ
ま
す
。
 

▽
日
時
 

5
月
 23 

日
困
 

10 

時
か
ら
 15
 

、
 

▽
場
所
 
香
春
町
中
央
公
民
館
 

・v
 

▽
相
談
内
容
 
労
働
条
件
、
安
全
衛
生
 

労
働
災
害
、
雇
用
、
生
活
資
金
貸
付
 

中
小
企
業
退
職
金
共
済
制
度
、
労
務
 

診
断
、
労
使
関
係
な
ど
。
 

警
官
の
採
用
試
験
 

▽
受
付
期
間
 

5
月
 10 

日
ま
で
 

▽
一
次
試
験
日
 

5
月
 27 

日
 

▽
採
用
予
定
人
員
 
警
察
官
A
廿
 40 

人
 

婦
人
警
察
官
廿
 35 

人
 

▽
受
験
資
格
 
警
察
官
A
什
大
学
の
卒
 

業
者
で
昭
和
 31 

年
4

月
2

日
か
ら
 37
 

年
4

月
1

日
ま
で
に
生
ま
れ
た
人
。
 

婦
人
警
察
官
廿
昭
和
 37 

年
4

月
2

日
 

か
ら
 41 

年
4

月
1

日
ま
で
に
生
ま
れ
 

た
女
子
。
 

▽
申
込
用
紙
の
請
求
先
、
問
合
せ
先
 

福
岡
市
博
多
区
東
公
園
七
の
七
、
福
 

岡
県
警
察
本
部
警
務
課
任
用
係
 

か
0
9
2

(
6
4
1

)
4
1
4
1
 

※
申
込
み
用
紙
は
県
下
の
警
察
署
、
派
 

出
所
、
駐
在
所
に
も
あ
り
ま
す
。
 

巡
回
結
婚
相
談
 

福
岡
県
身
体
障
害
者
結
婚
相
談
所
主
 

催
の
、
昭
和
五
十
九
年
度
の
巡
回
結
婚
 

相
談
が
次
の
と
お
り
行
わ
れ
ま
す
。
 

結
婚
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
当
日
会
 

場
へ
お
い
で
く
だ
さ
い
。
 

▽
申
込
手
続
き
に
必
要
な
も
の
 
①
申
 

込
書
（
相
談
所
に
準
備
）
②
住
民
票
 

一
通
（
再
婚
者
は
戸
籍
謄
本
一
通
）
 

③
写
真
二
枚
（
は
が
き
半
分
く
ら
い
）
 

④
印
か
ん
⑤
身
体
障
害
者
手
帳
 

国
税
専
門
官
採
用
試
験
 

▽
受
験
資
格
 
昭
和
 32 

年
4

月
2

日
か
 

ら
昭
和
 38 

年
4

月
1

日
生
ま
れ
の
人
 

▽
受
付
期
間
 

日
ま
で
 

5
月
 16 

日
か
ら
5

月
 23 

▽
一
次
試
験
場
 
福
岡
大
学
高
宮
校
舎
 

▽
申
込
用
紙
請
求
先
 
福
岡
国
税
局
ま
 

た
は
最
寄
り
の
税
務
署
 

▽
採
用
予
定
人
員
 
全
国
で
六
百
人
 

▽
提
出
先
お
よ
び
間
合
せ
先
 
福
岡
市
 

博
多
区
博
多
駅
東
二
丁
目
十
一
の
一
 

福
岡
国
税
局
人
事
二
課
 

云
0
9
2

(
4
1
1

) 
0
0

っJ

一 

中
小
企
業
診
断
士
 

の
国
家
試
験
 

中
小
企
業
診
断
士
は
、
企
業
経
営
の
 

欠
陥
を
見
つ
け
、
正
常
な
経
営
へ
と
導
 

く
、
い
わ
ば
、
企
業
の
医
師
ク
に
当
た
 

る
も
の
で
す
。
 

一
般
に
は
経
営
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
と
 

呼
ば
れ
る
職
業
で
す
が
、
そ
の
中
で
も
 

中
小
企
業
診
断
士
は
岡
中
小
企
業
診
断
 

協
会
の
試
験
に
合
格
し
た
方
を
通
産
大
 

臣
が
認
定
登
録
す
る
も
の
で
、
経
営
コ
 

ン
サ
ル
タ
ン
ト
と
し
て
は
国
の
唯
一
の
 

公
的
資
格
で
す
。
 

資
格
を
得
る
に
は
、
中
小
企
業
事
業
 

団
の
中
小
企
業
大
学
東
京
校
の
養
成
課
 

程
（
一
年
コ
ー
ス
）
を
終
了
す
る
か
、
 

年
一
回
行
わ
れ
る
協
会
の
試
験
に
合
格
 

し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
 

▽
試
験
日
 

7
月
 27 

日
・
 
28 

日
 

▽
試
験
場
所
 
東
京
、
大
阪
、
福
岡
戸
 

▽
受
付
期
間
 

6
月
4

日
か
ら
6
月
 25
 

日
ま
で
 

▽
間
合
せ
先
 
福
岡
市
博
多
区
博
多
駅
 

東
一
の
ー
の
三
三
 
博
多
近
代
ビ
ル
 

五
階
 

岡
中
小
企
業
診
断
協
会
 

合
0
9
2

(
4
3
1

)
4
1
8
8
 

電話の移転手続きはお早めに 

〇工事を希望される日の1週間前まてる 
に申し出てください。 

〇他の市町村へ移転される場合は、電 

話局の窓口で早目に手続きをしてく 
ださい。 

〇電話機はそのままにしておいてくだ 
・さい。 転居先ーでは別の電話機を取り 

付けます。 
金田電報電話局 

お問合せ（09472) 2-0000（無料） 

イ 

嚢懸舞薮鰭癒競黒熱 
一 第23回 町民体育大会一 

※雨天の場合は中止 

魯日 時：5月20日（司8:30開会式 

魯場 所：赤池町民グラウンド 

〇各リレーの参加申し込みは5 月12日までトに 

地区公民館単位で大会実行委員会事務局へ 

（教育委員会内） 

〇各競技の抽選会は5 月17日に行われます。 

対抗競技・仮装行列 

と昨年とほぼ同様の 

プログラムで行われ 

ますが、新しい競技 

も検討中です。 

ふるってご参加くだ 
さい。 

動く 県民相談室 

開催のお知らせ 

年金コーナー・福祉コーナー・河川コーナー 

衛生公害コーナー・消費生活コーナー 

交通事故コーナー 

各コーナーでみなさ 

んのご相談に応じます。 

お気軽にご利用くださ 

いo 

圏期日 ： 5 月 25 日団 

圏時間】午後1 時か ら 4 時ま で 

+場所】赤池町町民会館 

※くわしくは福岡県総務部広報室 

（丑092-651一1234）ノ＼ 

× 

 ノ 

け
 

時
ま
で
 


